
公益社団法人地盤工学会 関東支部 

研究委員会活動報告セッション 

 

公益社団法人地盤工学会 関東支部 

研究委員会グループ 

 

地盤工学会関東支部研究委員会グループでは，活動中の研究委員会主催でディ

スカッションセッションを毎年開催してきました。昨年度から装いを新たに「研

究委員会活動報告セッション」として現在活動中の研究委員会に活動内容等を

報告してもらい，研究委員会への要望，研究成果の展開についてフロアーを交

えたディスカッションを行っています。今年度は，東日本大震災や台風 12 号

災害など地盤に関わる災害が多く発生していることも踏まえて，「これからの研

究委員会活動の方向性」をテーマに研究委員会活動報告セッションを下記の日

程で開催いたします。多くの意見交換が出来ればと期待しています。皆様のご

参加をお待ちしています。 

 

プログラム 

 

 

１． 挨拶・研究委員会グループの紹介 

研究委員会グループ リーダー幹事 

伊藤 和也（(独)労働安全衛生総合研究所） 

 

２． 現在活動中の研究委員会からの活動報告 

・ 防災・減災のための地盤構造物の設計・施工法に関する研究委員会 

委員長 宮田 喜壽（防衛大学校） 

・ 群杭挙動の実証的研究委員会 

幹事 後藤 茂（東京大学） 

・ 関東地域の火山由来地盤の災害事例研究と地域特性に関する研究委員会 

委員長 若井 明彦（群馬大学） 

・ 地下水位の回復にともなう広域地盤隆起の問題とその地中施設への影響に

関する研究委員会 

幹事 スレン ソッキアン（日本工営（株）） 
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・ 薬液注入工法を用いた地盤改良技術の今後の展開に関する調査・検討会 

幹事 佐々木 隆光（強化土エンジニヤリング（株）） 

・ 地盤改良材を中心とした廃石膏ボードの再資源化に関する研究委員会 

幹事 小林 正樹（（株）デイ・シイ） 

・ 造成宅地の耐震対策に関する研究委員会 

幹事 大林 淳（不動テトラ（株）） 

・ 関東地域における地盤情報の社会的・工学的活用法の検討委員会 

幹事長 清木 隆文（宇都宮大学） 

・ 江戸期以降の土木史跡の地盤工学的分析・評価に関する研究委員会 

幹事 金田 一広（（株）竹中工務店） 

 

３． 意見交換（ディスカッション） 
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研究委員会グループの紹介 

研究委員会グループ幹事会構成メンバー 

役職 氏名 所属 

副支部長 

研究委員会グループ担当
佐伯 栄一郎 新日鉄エンジニアリング（株） 

リーダー幹事 伊藤 和也 （独）労働安全衛生総合研究所 

幹事 大林 淳 （株）不動テトラ 

幹事 金田 一広 （株）竹中工務店 

幹事 小林 正樹 （株）デイ・シイ 

幹事 佐々木 隆光 強化土エンジニヤリング（株） 

幹事 三反畑 勇 （株）間組 

幹事 スレン ソッキアン 日本工営（株） 

幹事 清木 隆文 宇都宮大学 

幹事 寺倉 英樹 構造設計 

幹事 宮田 喜壽 防衛大学校 

幹事 村上 武志 鹿島建設（株） 

幹事 村上 哲 茨城大学 

 

研究委員会には 3 つのタイプがあります。 

・研究委員会 

与えられた研究テーマについて調査・研究活動を行う。活動期間は原則 3

年間。（成果の普及活動等のために、活動期間を延長できる） 

・調査検討会（H22 年度から設置） 

与えられた研究テーマの範囲が狭いもしくは萌芽的である等と判断される

場合に、活動期間を 1 年～2 年と短めに設定して、その間に研究委員会と

しての設立可能性を検討する。 

・特別委員会（H23 年度から設置） 

特別に時限付で対応する必要が出てきた研究テーマを対象に活動を行う委

員会（公共機関等（国の機関もしくは関東地域の自治体など）からの調査

依頼に基づく受託研究活動等） 
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現在，研究活動中の研究委員会・調査検討会 

・ 防災・減災のための地盤構造物の設計・施工法に関する研究委員会 

・ 群杭挙動の実証的研究委員会 

・ 関東地域の火山由来地盤の災害事例研究と地域特性に関する研究委員会 

・ 地下水位の回復にともなう広域地盤隆起の問題とその地中施設への影響に

関する研究委員会 

・ 薬液注入工法を用いた地盤改良技術の今後の展開に関する調査・検討会 

・ 地盤改良材を中心とした廃石膏ボードの再資源化に関する研究委員会 

・ 造成宅地の耐震対策に関する研究委員会 

・ 関東地域における地盤情報の社会的・工学的活用法の検討委員会 

・ 江戸期以降の土木史跡の地盤工学的分析・評価に関する研究委員会 

 

現在，普及研究活動中の研究委員会 

・地盤工学におけるリスクマネージメントに関する研究委員会 

 

現在，活動中の特別委員会 

・浦安市における液状化対策技術検討調査委員会（仮称） 
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防
災
・
減
災
の
た
め
の
地
盤
構
造
物
の

設
計
・
施
工
法
に
関
す
る
研
究
委
員
会

活
動
報
告

委
員

長
宮

田
喜

壽
（
防

衛
大

学
校

）
幹

事
高

橋
章

浩
（
東

工
大

）

研
究
委
員
会
の
活
動
方
針
（
背
景
や
目
的
）

＜
旧
来
の

地
盤
構
造
物
の
設
計
・
施
工
法
＞

•
標

準
的

な
要

求
性

能
や

適
用

箇
所

を
想

定
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
さ
れ

対
策

技
術

の
普

及
に
役

立
き
た

化
さ
れ
，
対

策
技

術
の

普
及

に
役

立
っ
て
き
た
．

•
対
象
：
効
率
改
善
や
環
境
改
善
を
目
論
ん
だ
「
効
率
型
」
事
業

＜
こ
れ
か
ら
の
地
盤
構
造
物
の
設
計
・
施
工
法
＞

•
施

設
の

質
を
一

層
よ
く
す
る
た
め
の

「
高

質
化

型
」
事

業
や

，
既

存
の

施
設

の
維

持
補

修
や

改
修

改
築

を
目

的
と
し
た
「
更

新
存
の
施
設
の
維
持
・
補
修
や
改
修

・
改

築
を
目

的
と
し
た
「
更

新
型
」
事

業
へ
の
対
応

•
設

計
・
施

工
法

を
，
個

々
の

特
殊

な
条

件
や

地
域

性
に
対

し
て

柔
軟

に
対

応
で
き
る
も
の

に
更

新
す
る
必

要
性

メ
ン
バ
ー
構
成

委
員
長

 
宮
田
 

喜
壽

（
防
衛
大

学
校
）

 

幹
事
長

 
高
橋
 

章
浩

（
東
京
工

業
大
学
）

  

委
 
員

 
枝
広
 

茂
樹

（
都
市
再

生
機
構
）

 

委
 
員

 
岡
島
 

賢
治

（
三
重
大

学
）
 
 

 

委
 
員

 
小
浪
 

岳
治

（
岡
三
リ

ビ
ッ
ク
）

 

委
 
員

 
河
野
 

貴
穂

（
竹
中
工

務
店
）

 

委
 
員

 
篠
田
 

昌
弘

（
鉄
道
総

合
技
術
研

究
所
）

 

委
 
員

 
平
野
 

孝
行

（
西
松
建

設
）

 

委
員

本
田

道
識

（
日
建
設

計
シ
ビ
ル

）
委

 
員

 
本
田
 

道
識

（
日
建
設

計
シ
ビ
ル

）

委
 
員

 
松
島
 

健
一

（
農
村
工

学
研
究
所

）
 

委
 
員

 
松
本

 義
久

（
前
田
工
繊

）
 

委
 
員

 
森
川
 

嘉
之

（
港
湾
空

港
技
術
研

究
所
）

 

委
 
員

 
藪
 
雅

行
（

土
木
研
究

所
）

 

委
員
会
の
検
討
課
題

1.
防
災
・
減
災
の
た
め
の
対
策
技
術
と
最
近
の
災
害
に
お
け

る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス

【
現
行
技
術
の
有
用
性
】

る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス

【
現
行
技
術
の
有
用
性
】

2.
技

術
基

準
類

と
性

能
設

計
【
性
能
設
計
へ
の
対
応
】

3.
技
術
基
準
類
の
国
際
整
合
性

【
我

が
国

は
世

界
へ

貢
献

で
き
る
か

】

4.
防

災
・
減

災
に
む
け
て

【
今
後
の
展
望
】
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１
．
防

災
・
減

災
の

た
め
の

対
策

技
術

と
最

近
の

災
害

に
お
け
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス

•
地
盤
構
造
物
の
被
災
原
因
分
析

【
道
路
盛
土

切
土

】
【
道
路
盛
土

・
切
土
】

•
地
盤
構
造
物
の
補
強
・
災
害
対
策
技
術

【
宅
地
盛
土
・
切
土
】

•
最
近
の
災
害
に
お
け
る
補
強
・
災
害
対
策
技
術
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

【
タ
ン
ク
基

礎
等

】
【
補

強
土

】
【
堤

防
】

２
．
技

術
基

準
類

と
性

能
設

計

•
性

能
設

計
体

系
を
導

入
し
た
技

術
基

準

【
港
湾
】

•
性

能
設

計
が

困
難

な
構

造
物

の
技

術
基

準

【
道
路
盛
土
・
切
土
】

•
既
存
構
造
物
の
耐
震
性
能
照
査
・
補
強

【
用
水
路
等
】

 
施
設

 
構
造

物
設

計
 o

r 
 

照
査
状

態
 

限
界
性
能

 
診
断

法
・

評
価

法
 

照
査

値
 

対
策
法

 
根
拠

資
料

 

す
べ
り
破

壊
 

非
定
常

浸
透
流

解
析

＋
円
弧

す
べ
り

安
定

計
算

 
安
全

率
 

洪
水

 
＋

降
雨

 
漏
水

 
非
定

常
浸

透
流

解
析

所
定

の
位

置
で
の

 
動
水

勾
配

 

腹
付
け

 
盛
土
等

 
河
川

 
構
造
物

 
土
堤

 

L2
地
震

 
河
川
水
の

流
出

 
静

的
有

限
要
素

解
析

等
に

よ
る

変
形

計
算

地
震
後

の
堤
防

高
さ

≧
外

水
位

＋
余
裕

高
 

地
盤
改
良
等

 

河
川

堤
防
設

計
指

針
，

河

川
構

造
物
の

耐
震

性
能

照

査
指

針
（
案

）
，

国
土

交

通
省

河
川

局
治

水
課

 

３
．
技

術
基

準
類

の
国

際
整

合
性

•
技

術
基

準
の

国
際

整
合

性
と
今

後
の

防
災

・
減

災
戦

略

【
鉄
道
】

主
だ
っ
た
技
術
基
準
類
の
JG
S
40
01

20
04

に
対

す
る

•
主
だ
っ
た
技
術
基
準
類
の
JG
S 
40
01

－
20

04
に
対

す
る

整
合
性

４
．
技

術
基

準
類

と
性

能
設

計

•
BC

Pと
防

災
・
減
災

•
BC

Pと
防

災
・
減
災

【
土

木
系

と
建

築
系

】

•
対

策
が

困
難

な
構

造
物

を
対

象
と
し
た
技

術

防
災
・
減
災
の
た
め
の
地
盤
構
造
物
の

設
計

・
施

工
法

に
関

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

•
主
催

：
地
盤
工
学
会
関
東
支
部

日
時

平
成
24

年
5月

25
日
（
金
）

•
日
時
：

平
成
24

年
5月

25
日
（
金
）

•
会
場

：
地
盤
工
学
会
会
議
室

•
内
容

＜
予
定
＞

一
般

セ
ッ
シ
ョ
ン

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

ィ

特
別
講
演
×
３
（
道
路
，
鉄
道
，
港
湾
）

委
員
会
報
告
・
提
言

論
文

募
集
中
：

一
般
論
文
（
概
要
1/
20

，
本

論
文
3/
15

）
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1

関
東
地
域
の
火
山
由

来
地

盤
の

災
害

事
例

研
究

と
地

域
特

性
に
関

す
る
研

究
委

員
会

（
3か

年
の

活
動

の
経

緯
）

研
究
委
員
会

委
員
長

○
若
井

明
彦
（
群
馬
大
学
）

同
幹
事
長

村
上
武
志
（
鹿
島
建
設
）

２
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ


火

山
由

来
土

の
力

学
特

性
や

力
学

現
象

の
整

理

（
主
と
し
て
、
関
東
ロ
ー
ム
等
の
火
山
灰
質
粘
性
土
）


火

山
由

来
地

盤
の

災
害

事
例

の
分

析

（
関

東
ロ
ー
ム
に
限

ら
ず
、
関

東
地

域
の

火
山

由
来

地
盤

全
般

）

研
究

委
員

会
の

活
動

の
経

緯
（
そ
の

１
）

全
体

委
員

会
と
２
つ
の

W
G
を
中
心
に
し
た
活
動


20

09
年

度

・
G

eo
-K

an
to

20
09

に
お
け
る

D
S

・
現

場
見

学
会

①
（
ロ
ー
ム
露

頭
の

見
学
な
ど
）

・
資

料
収

集
（
文

献
調

査
な
ど
）


20

10
年

度

・
G

eo
-K

an
to

20
10

に
お
け
る

D
S

・
資

料
収

集
（
文

献
調

査
な
ど
）

・
報
告
書
の
目
次
と
執
筆
分
担
の
検
討

活
動

の
一

例


宇
都
宮
市
の
宅
地
開
発
で
出
現
し
た
露
頭
の
調
査
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2

研
究

委
員

会
の

活
動

の
経

緯
（
そ
の

１
）

全
体

委
員

会
と
２
つ
の

W
G
を
中
心
に
し
た
活
動


20

09
年

度

・
G

eo
-K

an
to

20
09

に
お
け
る

D
S

・
現

場
見

学
会

①
（
ロ
ー
ム
露

頭
の

見
学
な
ど
）

・
資

料
収

集
（
文

献
調

査
な
ど
）


20

10
年

度

・
G

eo
-K

an
to

20
10

に
お
け
る

D
S

・
資

料
収

集
（
文

献
調

査
な
ど
）

・
報
告
書
の
目
次
と
執
筆
分
担
の
検
討

活
動

の
一

例


災

害
史

に
学

ぶ
（
資

料
の

分
析

と
今

後
へ

の
教

訓
）

研
究

委
員

会
の

活
動

の
経

緯
（
そ
の

２
）

全
体

委
員

会
と
２
つ
の

W
G
を
中
心
に
し
た
活
動


20

11
年

度

・
G

eo
-K

an
to

20
11

に
お
け
る

D
S

・
現

場
見

学
会

②
（
日

光
～

片
品

・
赤

城
・
浅

間
山

麓
等

の
見

学
）

・
報

告
書

の
完

成
（
※

作
業

中
）


20

12
年

度
（
※

予
定

）

・
委
員
会
報
告
を
兼
ね
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

（
報

告
書

の
頒

布
）

※
東

日
本

大
震

災
の

総
括

：
ロ
ー
ム
斜

面
の

地
す
べ

り
，
等

活
動

の
一

例
：

一
泊

二
日

の
見

学
会


浅
間
山
噴
火
の
際
に
生
死
を
分
け
た
鎌
原
観
音
堂

12



3

研
究

委
員

会
の

活
動

の
経

緯
（
そ
の

２
）

全
体

委
員

会
と
２
つ
の

W
G
を
中
心
に
し
た
活
動


20

11
年

度

・
G

eo
-K

an
to

20
11

に
お
け
る

D
S

・
現

場
見

学
会

②
（
日

光
～

片
品

・
赤

城
・
浅

間
山

麓
等

の
見

学
）

・
報

告
書

の
完

成
（
※

作
業

中
）


20

12
年

度
（
※

予
定

）

・
委
員
会
報
告
を
兼
ね
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

（
報

告
書

の
頒

布
）

※
東

日
本

大
震

災
の

総
括

：
ロ
ー
ム
斜

面
の

地
す
べ

り
，
等

委
員
会
活
動
報
告
（
委
員
会
報
告
の
目
次
案
）


１
．
は

じ
め
に


２
．
地

域
特

性
2.

1
関
東
地
域
の
火
山
の
由
来

2.
2

火
山

灰
土

の
分

布
状

況
と
特

徴

2.
3

「
関

東
ロ
ー
ム
」
と
は


３
．
火
山
灰
土
を
対
象
と
し
た
設
計
・
施
工

3.
1

設
計
の
目
的

3.
2

対
象

と
す
る
設

計
項

目

3.
3

設
計

手
法

と
評

価
項

目

3.
4

設
計
事
例

3.
5

施
工
の
項
目

3.
6

施
工
計
画

3.
7

施
工
方
法

委
員
会
活
動
報
告
（
委
員
会
報
告
の
目
次
案
）

3.
8

施
工
事
例


４
．
火
山
由
来
地
盤
に
お
け
る
土
砂
災
害

4.
1

火
山

地
域

で
想

定
さ
れ

る
土

砂
災

害

4.
1.

1
豪
雨
時

4.
1.

2
地
震
時

4.
1.

3
火
山
噴
火
時

4.
1.

4
融
雪
時

4.
1.

5
温
泉
変
質
帯

4.
2

災
害

の
事

例
と
特

徴
、
要

因

4.
2.

1
生
田
緑
地
の
崖
崩
れ
実
験

4.
2.

2
利
根
川
水
系
砂
防
事
務
所
で
の
対
応

策

4.
2.

3
日

光
砂

防
事

務
所

で
の

対
応

策

委
員
会
活
動
報
告
（
委
員
会
報
告
の
目
次
案
）

4.
3

災
害
対
策

・
斜
面
災
害
、
砂
防

・
豪
雨
、
地
震
に
対
す
る
対
策
（
予
防
保
全
、
フ
ェ
イ
ル
ソ
フ
ト
な
ど
）

・
地

盤
お
よ
び
構

造
物

の
耐

震
裕

度
の

向
上

を
目

的
と
し
た

対
策

と
そ
の

効
果

・
対
策
項
目
・
対
策
事
例

4.
4

災
害

に
関

す
る
情

報
の

共
有


５
．
土

砂
災

害
に
対

す
る
提

言


付
録

キ
ー
ワ
ー
ド
集

13



4

研
究

委
員

会
の

活
動

の
経

緯
（
そ
の

２
）

全
体

委
員

会
と
２
つ
の

W
G
を
中
心
に
し
た
活
動


20

11
年

度

・
G

eo
-K

an
to

20
11

に
お
け
る

D
S

・
現

場
見

学
会

②
（
日

光
～

片
品

・
赤

城
・
浅

間
山

麓
等

の
見

学
）

・
報

告
書

の
完

成
（
※

作
業

中
）


20

12
年

度
（
※

予
定

）

・
委

員
会

報
告

を
兼

ね
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催

（
報

告
書

の
頒

布
）

※
東

日
本

大
震

災
の

総
括

：
ロ
ー
ム
斜

面
の

地
す
べ

り
，
等

ま
と
め
＠
委
員
会
報
告
を
兼
ね
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
開
催
日
未

定
：
20
12
年
度
中
）


２
つ
の

W
G
を
中

心
に
行

っ
て
き
た
活

動
報

告
の

集
大

成
。


東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
粘
土
質
ロ
ー
ム
斜
面
の
地
す
べ
り
。


一

般
講

演
の

募
集

（
予

定
）

な
ど

14



1

地
下

水
位

の
回

復
に

と
も

な
う

広
域

地
盤

隆
起

の
問

題
と

そ
の

地
中

施
設

へ
の

影
響

に
関

す
る

研
究

委
員

会

活
動

報
告

N
o
.1

（
社

）
地

盤
工

学
会

関
東

支
部

地
下

水
位

の
回

復
に
と
も
な
う
広

域
地

盤
隆

起
の

問
題

と
そ
の

地
中

施
設

へ
の
影
響
に
関
す
る
研
究
委
員
会

20
11

.1
1.

10
第

8回
地
盤
工
学
会
関

東
支
部
発
表
会

環
境
省

H
Pよ

り

か
つ
て
，
地

下
水

の
汲

み
上

げ
が

原
因

で
生

じ
る
広

域
地

盤
沈

下
が

大
き
な
社

会
問

題
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

昭
和

46
年

の
地

下
水

規
制

に
関

す
る
公

害
防

止
条

例
の

施
行

に
よ
り
，
地

盤
沈

下
問

題
を
解

決
し

た
が
，
逆
に
現
在
で
は
地
下
水
の
回
復

に
伴
う
地

盤
隆

起
が

発
生

し
，
地

下
構

造
物

に
影

響
を
与

え
る
可

能
性

が
あ
る
。

N
o
.2

地
下

水
位

－
地

盤
沈

下
/隆

起
の

関
係

一
例

研
究

委
員

会
の

活
動

方
針

（
背

景
）

地
盤
隆
起
の
問
題
は
地
盤
沈
下
の
問
題
に
比
べ
て
、
そ
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
、
予
測

手
法
、
対
策
工
法

な
ど
に
関

す
る
研

究
が

ほ
と
ん
ど
な
さ
れ

て
い
な
い
。

研
究

委
員

会
の

活
動

方
針

（
目

的
）


実
状
の
把
握
：

地
盤

隆
起

な
ど
の

実
状

と
そ
の

構
造

物
へ

の
影

響
に
つ
い
て
調

査
し
，

対
象
と
な
る
地
盤
や
地
層
，
構
造
物

を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
，

（
１
）
地

下
水

位
の

変
化

と
地

盤
変

動
と
の

関
係

，
（
２
）
地

盤
隆

起
分

布
の
作
成
，
（
３
）
地
中
構
造
物
の
被
害
の
調
査
な
ど
を
実
施
す
る
。


メ
カ
ニ
ズ
ム
の
検
証
と
予
測
法
の
確
立
：

地
盤
隆
起
な
ど
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
構
造
物
へ
の
影
響
を
模
型
実
験
と

数
値
解
析
か
ら
検
証
す
る
と
と
も
に
，
被

害
の
予
測
法
を
確
立
す
る
。


対
策
工
法
の
検
討
：

被
害
の
予
測
法
が
確
立
で
き
た
段
階
で
，
そ
れ
に
も
と
づ
き
対
策
工

法
を
提
案
す
る
。

N
o
.3

委
員
会
構
成
メ
ン
バ
ー

役
割

氏
名

所
属

委
員
長

小
泉

淳
早

稲
田

大
学

副
委
員
長

田
中

弘
日

本
工

営
（

株
）

幹
事

ス
レ

ン
ソ

ッ
キ

ア
ン

日
本

工
営

（
株

）

幹
事
兼
委

員
伊

藤
民

夫
日

本
工

営
（

株
）

委
員

斉
藤

正
幸

日
本

シ
ビ

ッ
ク

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
(
株

)
 

委
員

齊
藤

貴
東

日
本

旅
客

鉄
道

(
株

)
 

委
員

松
川

俊
介

東
京

地
下

鉄
(
株

)

委
員

松
永

浩
東

京
電

力
(
株

)
 

委
員

青
山

忠
史

東
京

都
下

水
道

局

委
員

高
橋

真
一

(
株

)
大

林
組

委
員

日
下

拓
也

徳
島

大
学

委
員

伊
藤

圭
一

日
本

工
営

（
株

）

委
員

蘭
康

則
日

本
シ

ビ
ッ

ク
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

(
株

)
 

委
員

齋
藤

禎
二

郎
西

松
建

設
（

株
）

委
員

白
石

知
成

清
水

建
設

（
株

）

委
員

野
口

利
雄

伊
藤

忠
テ

ク
ノ

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
ズ

（
株

）

委
員

金
田

一
広

（
株

）
竹

中
工

務
店

委
員

相
内

美
紀

（
株

）
ジ

ェ
イ

ア
ー

ル
総

研
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ

委
員

小
野

誠
大

成
建

設
（

株
）

委
員

岩
波

基
長

岡
工

業
高

等
専

門
学

校

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

杉
山

仁
實

日
本

工
営

（
株

）

オ
ブ
ザ

ー
バ

ー
馬

場
干

児
応

用
地

質
(
株

)

オ
ブ
ザ

ー
バ

ー
吉

田
昭

治
元

新
潟

大
学

農
学

部
教

授

N
o
.4
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2

委
員
会
の
活
動
報
告

H
23

年
度
は
、
こ
れ
ま
で

2回
の
委
員
会
と

8回
の

W
G

 

N
o
.5

過
去

2
0
年

(1
9
8
0
～

2
0
1
0
)の

地
盤

変
動

量
東
京
都
東
部

の
地

盤
変

動
状

況

東
京
都
東
部

の
地

下
水

位
変

動
状

況

W
G

-1
【
地

盤
隆

起
デ
ー
タ
収

集
】

N
o
.6

遠
心
模
型
実
験
の
概
要

水
位

低
下

過
程

→
水

位
回

復
過

程

試
料

粘
土

含
水

比
：
90

%
 

層
厚

：
25

cm
排

水
条

件
：
両

面
排

水
加

速
度

：
50

G

地
盤

作
成

方
法

ス
ラ
リ
ー
状

の
試

料
を
遠

心
場

で
自

重
圧

密
実

験
ケ
ー
ス

（
１
）
正

規
圧

密
地

盤

（
２
）
過

圧
密

地
盤

N
o
.7

W
G

-2
【
メ
カ
ニ
ズ
ム
解

明
と
予

測
法

の
開

発
】

実
験
結

果
・
ケ
ー
ス
１
の

正
規

圧
密

地
盤地
盤

変
動

量
お
よ
び
砂

層
内

間
隙
水

圧
～

時
間
関

係

間
隙

水
圧

～
時

間
関

係

5mm 175m
m

40mm

水
位

回
復

過
程 増
加

N
o
.8

・
ケ
ー
ス
２
の

過
圧

密
地

盤

水
位

回
復

過
程

増
加減

少
地

下
水

位

地
下

水
位
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3

被
害
事
例
１

都
営
地
下
鉄

(a
)ト
ン
ネ
ル

断
面

(b
)断

面
変

形
量

の
経

時
変

化

N
o
.9

1
0
年

★

【
都

営
地

下
鉄
の

事
例

（
ト
ン
ネ
ル

工
学

研
究

発
表
会

論
文

報
告

集
第

4巻
pp

.5
5-

61
，

19
94

.1
1よ

り
）
】

論
文

中
で
は

、
「
ト
ン
ネ
ル

変
状

の
原

因
が

明
確

で
な

い
が

、
沖

積
地

盤
に
あ
る
こ

と
か

ら
圧

密
の

影
響

を
仮

定
」
と
し
て
い
る
。

建
設

～
1
0
年

（
東

京
都

土
木

研
究

所
の

観
測

資
料

よ
り

作
図

）

(c
)位

置
図

以
下

の
こ
と
か
ら
、
地
下

水
位

回
復

に
よ
る
地
盤

隆
起

の
影

響
の

可
能

性
が

あ
る
。

・
東

京
低

地
部

の
地

盤
隆

起
の

比
較

的
大

き
い
地

域
に
あ
る
（
図

ｃ
）

・
ト
ン
ネ
ル

の
変

状
が

地
下

水
回

復
過

程
の

中
で
発

生
し
て
い
る
（
図

ｄ
）

(d
)ト
ン
ネ
ル

の
建

設
時

期
と

地
下

水
位

の
回

復
状

況

W
G

-3
【
事

例
収

集
と
分

析
】

被
害
事
例
２

東
京
地
下
鉄

(c
)沖

積
地

盤
に

お
け

る
セ

グ
メ
ン
ト
の

ひ
び

割
れ

状
況

の
例

N
o
.1

0

【
東

京
地

下
鉄

の
事

例
】
（
ト
ン
ネ
ル

工
学

報
告

集
第

17
巻

，
pp

.2
57

-2
61

，
20

07
.1

1よ
り
）

★

(b
)内

空
断

面
の

長
期

経
時

変
化

の
例

(c
)天

端
ク
ラ
ッ
ク
の

例

1
9
8
7

2
0
0
7

★

(a
)沖

積
地

盤
に
お
け
る
内

空
断

面
の

経
時

変
化

の
例

本
事

例
も
同

様
に
、
地

下
水

位
回

復
に
よ
る
地

盤
隆

起
の

影
響

の
可

能
性

が
考

え
ら
れ

る
。
（
隆

起
の

大
き
い
地

域
、
変

状
が

水
位

回
復

過
程

で
発

生
）

研
究
委
員
会
成
果
の
普
及

活
動
予
定


1年

目
：
地

盤
工

学
会

関
東

支
部

D
S 
に
参
加
す
る
。


2年

目
：
地

盤
工

学
会

関
東

支
部

D
Sに

参
加

す
る
。
論

文
を
発

表
す
る
。


3年

目
：
地

盤
工

学
研

究
発

表
会

（
全

国
大

会
）
D

Sを
設
け
る
。

委
員

会
活

動
期

間
：
平

成
22

年
6月

～
平
成

25
年

3月

研
究

委
員
会
成
果
の
普
及
に
つ
い
て
は
，
委
員
会
の
方
針
と
し
て
，
成
果

は
論
文
・
報
告
書
を
ま
と
め
国
内
外
に
対
し
て
情
報
を
発
信
で
き
る
も
の
を

め
ざ
す
。

N
o
.1

1

活
動
予
定

N
o
.1

1
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1

薬
液
注
入
工
法
を
用
い
た
地
盤
改
良
技
術
の
今

後
の
展
開
に
関
す
る
調
査
・
検

討
会
活
動
報
告

公
益
社
団
法
人
地
盤
工
学
会
関
東
支
部

薬
液
注
入
工
法
を
用
い
た
地
盤
改
良
技
術

の
今

後
の

展
開

に
関

す
る
調

査
・
検

討
会

調
査
・
検
討
会
設
立
の
背
景
と
目
的

•
耐

久
性
の

あ
る
注

入
材

に
よ
る
既

存
構

造
物

の
延

命
化

に
適

し
た
工

法
•

注
入

材
の

種
類

が
多

い
•

注
入

材
を
分

類
す
る
た
め
の

統
一

さ
れ

た
見

解
が

な
い

•
注
入
材
・
注
入
工
法
の
選
定
に
苦
慮
す
る
場
合
が

あ
る

•
薬

液
注

入
工

法
に
用

い
る
注

入
材

・
注

入
工

法
の

現
状

把
握

と
整

理
•

注
入

材
の

基
本

的
性

質
に
よ
る
類

型
化

と
対

応
す
る
性

能
に
関

す
る
整

理

•
薬
液
注
入
工
法
に
よ
る
既
存
施
設
の
延
命
化

に
関

す
る
設

計
・
施
工
方
法

に
関
す
る
検
討

•
薬

液
注

入
工

法
の

課
題

と
今

後
の

方
向

性
に
つ
い
て
の

提
言

メ
ン
バ
ー
構
成

会
務

氏
名

所
属

委
員

長
末

政
直
晃

東
京
都
市
大
学

工
学
部
都
市
工
学
科

幹
事

佐
々
木

隆
光

強
化
土
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
㈱

研
究
開
発
本
部

委
員

石
井

裕
秦

大
成

建
設

㈱
土

木
技

術
研

究
所

地
盤

・
岩

盤
研

究
室

地
盤

環
境

チ
ー
ム

稲
川

雄
宣

大
林
組

技
術
本
部

技
術
研
究
所

地
盤

技
術

研
究

部

今
井

敬
介

㈱
グ
ラ
ウ
ト
工

業
積

算
・
設

計
部

江
藤

政
継

日
特
建
設
㈱

技
術
本
部

岡
憲
二
郎

日
本
基
礎
技
術
㈱

技
術
本
部

小
山

忠
雄

地
盤
注
入
開
発
機
構

事
務
局

笠
間

清
伸

九
州
大
学
大
学
院
工
学
研
究
院

建
設
デ
ザ
イ
ン
部
門

防
災
地
盤
工
学
研
究
室

新
坂

孝
志

三
信
建
設
工
業
㈱

技
術
開
発
本
部

高
田

徹
㈱
設
計
室
ソ
イ
ル

技
術
部

中
嶋

陽
一

ケ
ミ
カ
ル
グ
ラ
ウ
ト
㈱

東
日
本
支
社

首
都
圏
支
店

地
盤
改
良
部

西
川

正
夫

東
亜
建
設
工
業
㈱

土
木
事
業
本
部
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
部

羽
田

哲
也

ラ
イ
ト
工

業
㈱

技
術

研
究

所
土

木
環

境
研

究
グ
ル

ー
プ

林
健
太
郎

五
洋
建
設
㈱

技
術
研
究
所

深
田

久
㈱
不
動
テ
ト
ラ

地
盤
事
業
本
部

技
術
部

水
野

健
太

若
築
建
設
㈱

建
設
事
業
部
門

技
術

設
計

部
施

工
技

術
課

安
井

利
彰

前
田

建
設

工
業

㈱
技

術
研

究
所

基
礎

技
術

研
究

グ
ル

ー
プ

鎗
田

哲
也

鹿
島

建
設

㈱
土

木
設

計
本

部
地

盤
基

礎
設

計
部

鉄
道

グ
ル

ー
プ

2大
学

8ゼ
ネ
コ
ン

6専
門

業
者

3コ
ン
サ
ル
・
開
発

活
動

報
告
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2

注
入

材
・
工

法
W

G
課

題
調

査
・

検
討

方
法

調
査

・
検

討
結

果
今

後
の

予
定

注
入
材
の

現
状
把
握

文
献
調
査

現
状

80
0種

類

注
入
材
の

性
能
試
験
方
法

（
耐
久
性

・
環
境
性
）

文
献

調
査

実
施

機
関
（

7団
体

）
に

よ
り

試
験

項
目

や
試

験
方

法
が

異
な

る

注
入
材
の

基
本
的
性
質
に

つ
い
て

基
調
公
演

（
東

洋
大

学
米

倉
亮

三
名

誉
教

授
）

基
本

的
性

質
に

よ
る

分
類

方
法

と
試

験
方

法
に

関
す

る
公

演

注
入
材
の

性
能
に
よ
る
分

類
一
斉
試
験

の
実
施

本
調

査
・

検
討

会
終

了
ま

で
に

統
一

し
た

試
験

法
を

決
定

す
る

注
入
工
法

の
現
状
把
握

資
料
収
集

大
き

く
分

け
て

11
工

法
く

ら
い

の
デ

ー
タ

を
収

集

注
入
工
法

の
分
類

工
事

の
目

的
、

対
象

地
盤

、
施

工
性

、
注

入
管

の
構

造
、

使
用

で
き

る
材

料
な

ど
多

角
的

視
点

か
ら

の
分

類
を

実
施

中

一
斉

試
験

に
つ
い
て 本

調
査

検
討

委
員

会
に

て
試

験
方

法
を
決

定
す
る

20
13

年
よ
り
研

究
委

員
会

へ
の

移
行

を
希

望
2~

3年
間

で
耐

久
性

に
関

す
る
試

験
を
実

施
予

定

設
計

・
施

工
W

G
1G

r
設

計

課
題

調
査

・
検

討
方

法
調

査
・

検
討

結
果

改
良
土

の
液

状
化

特
性
に

つ
い

て

文
献
調

査
液

状
化

後
の

挙
動

に
つ

い
て

（
11
/1

 第
９
回
報
告
）

固
結
形

状
に

つ
い

て
文

献
調

査
注

入
材

の
固

結
形

状
に

つ
い

て
影

響
す

る
要

因
を

調
査

実
地
盤

に
お

い
て

良
好

な
固

結
形

状
を

得
る

条
件

を
調

査

陸
上
関

連
の

マ
ニ
ュ

ア
ル

案

現
状
把

握

（
文
献

調
査

）

薬
液
に

関
す

る
基

準
・

書
籍

等
の

調
査

・
分

類
を

実
施

し
、

既
往

文
献

の
現

状
を

把
握

陸
上
関

連
施

設
の

対
策

工
事

例
の

収
集

・
整

理

薬
液
改

良
土

の

固
化
メ

カ
ニ

ズ
ム

基
調
公

演

(
東

洋
大

学
米

倉
亮
三

名
誉

教
授

)

薬
液
注
入
材
(
水
ガ
ラ
ス
)
の
構

造
モ

デ
ル

、
水

ガ
ラ
ス

が
ゲ

ル
化

し
て

固
化

す
る

反
応

の
基

本
手

順
に

関
す

る
公

演

設
計

・
施

工
W

G
2G

r
施

工
管

理

•
品
質
良
く
改
良
す
る
に
は
ゲ
ル
タ
イ
ム
が
大
事
？

•
一
次
注
入
の
設
計
法
は
？

•
礫
地
盤
の
配
合
試
験
方
法
は
？

•
地
下
水
の
影
響
は
ど
の
程
度
？

•
ゲ
ル

化
が

早
い
地

盤
へ

適
用

す
る
に
は

？

•
止
水
注
入
の
設
計
法
は
？

•
適
切
な
注
入
速
度
と
は
？

こ
れ
ま
で
の
実
用
書
に
書
か
れ
て
い
な
い
施
工
管
理
項
目
を
調
査
！

設
計

・
施

工
W

G
3G

r
調

査
・
評

価

■
課

題
解

決
に
向

け
て
3G

rで
検
討
し
た
項
目

・
原

位
置

に
お
け
る
品
質
確
認
手
法
に
関
す
る
文
献
調
査
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
実
績
調
査
）

※
薬
液
注
入
工
法
に
お
け
る
注
入

効
果
の

予
測

確
認

手
法

に
関

す
る
研
究
委
員
会
（土

質
工
学
会
、

19
93

年
）
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

・
サ

ン
プ
リ
ン
グ
手
法

お
よ
び
一
軸
圧
縮
強
さ
に
替
わ
る
強
度
評
価
方
法
（室

内
試
験
）
の
現
状
調
査

・
固

化
改

良
体

の
品
質
の
ば
ら
つ
き
・
不
良
率
の
導
入
に
よ
る
改
良
地
盤
全
体
と
し
て
の
強

度
評

価
の

可
能
性
に
関
す
る
研
究
事

例
の

紹
介

・
固
化
改
良
体
の
長
期
耐
久
性
・
止
水
性
に
関
す
る
現
場
試
験
工
事
結
果
の
報
告

■
薬
液
注
入
に
よ
る
改
良
地
盤
の
品
質
評
価
に
係
わ
る
主
な
課
題

・
性
能

設
計

に
お
い
て
、
品

質
評
価

が
サ

ン
プ
リ
ン
グ
に
よ
る
点
ま
た
は
線
の
み
の
情
報
で
良
い
の
か

。
・
一
軸
圧
縮
試
験
で
は
設
計

基
準

強
度
を
適
切
に
評
価
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。

・
セ
メ
ン
ト
改

良
土

と
比
較

し
て
、
乱
れ
の
少
な
い
サ
ン
プ
リ
ン
グ
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
多

い
。

・
既

設
構

造
物
直
下

で
は
、
そ
も
そ
も
品

質
確

認
の
た
め
の
調
査
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
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3

設
計

・
施

工
W

G
4G

r
割

裂
注

入

・
割
裂
注
入
に
よ
る
地
盤
改
良
効

果
の
考
え
方

・
割
裂
注
入
に
用
い
る
薬
液
の
特
徴
と
耐
久
性

・
注

入
率

と
周

辺
地

盤
の

隆
起

・
沈

下
修

正
注

入
の

設
計

法
と
は

？

・
割

裂
注

入
に
関

す
る
資

料
は

浸
透
注

入
比
べ

て
少
な
い
。
こ
れ

ら
を

調
査

・
検

討
す
る
！

・
沈

下
修

正
注

入
で
は

割
裂

注
入
を
利
用

し
て
い
る
が

、
こ
れ
ら
に
関

す
る
基
準
類
は
少
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
資
料
の
作
成
を
行
う
。

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

情
報

仙
台

空
港

①
３
月

１
１
日

１
４
:５
０
頃

空
港

南
付

近
液

状
化

発
生

（
津

波
到

達
前

）

②
３
月

１
１
日

１
５
:５
５
頃

空
港

津
波
到

達
（
航
空
保
安
大
学
校
よ
り
撮
影
）

東
北

地
方

太
平

洋
沖
地
震
情
報

仙
台

空
港

③
３
月

１
４
日

滑
走

路
状

況
：

特
に
被

害
な
し

H2
1年

度
浸
透
固
化
施
工
箇
所

（
滑

走
路

）
H2

2年
度
浸
透
固
化
施
工
箇
所

（
滑

走
路

）

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

情
報

仙
台

空
港
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4

東
北

地
方

太
平

洋
沖
地
震
情
報

仙
台

空
港

•
改

良
部

に
隣

接
す
る
無

対
策

地
盤

液
状
化
に
よ
る
地
盤
沈
下

岸
壁
の
は
ら
み
だ
し

浸
透
固
化
処
理
工
法
施
工
域
で
は

ま
っ
た
く
被
害
が
な
か
っ
た

仙
台
港

高
松

ふ
頭

東
北

地
方

太
平

洋
沖
地
震
情
報

浦
安

戸
建

住
宅

•
薬
液
注
入
で
沈
下
修
正
を
実
施
（
2棟

）
。

施
工
前

施
工

後

今
後

の
活

動
予

定

•
文
献
調
査
，
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

と
り
ま
と
め
を
行
い
報
告

書
を
作

成
す
る
。

•
耐
久
性
に
関
す
る
一
斉
試
験
に
関
し
て
は
調
査

検
討

委
員

会
に
て
試
験
項
目
と
試
験
方
法
を
決
定
し
、
研
究
委
員
会

を
新
た
に
設
立
（
申
請
予
定
）
し
実
施
す
る
。

•
本
調
査
検
討
委
員
会
に
て
追
加
試
験
の
実
施
や
検
証
が

必
要
と
な
る
項
目
に
つ
い
て
も
研
究
委
員
会
で
の
課
題

と
す
る
。
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1

地
盤

改
良

材
を
中

心
と
し
た

廃
石

膏
ボ
ー
ド
の

再
資

源
化

に
関

す
る
研

究
委

員
会

活
動
報
告

委
員
長

鵜
飼
恵
三
（
群

馬
大
学
）

幹
事
長

上
平
謙
二
（
㈱
デ
イ
・シ

イ
）

研
究

委
員

会
の

背
景

•
現

在
、
廃
石
膏
ボ
ー
ド
は
、
管
理
型
処
分
場
埋
立
が
主
な
処
分
先
と

な
っ
て
お
り
、
将
来
的
な
処
分
場
の
不
足
も
懸
念
さ
れ
、
社
会
的
な
対

策
が
急
が
れ
て
お
り
ま
す
。

•
廃

石
膏
ボ
ー
ド
は
現
在
、
年
間

11
0万

ト
ン
排
出
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
石

膏
ボ
ー
ド
の

生
産

量
も
年

間
数

10
0万

ト
ン
に
達
し
、
今
後
廃
石
膏

ボ
ー
ド
の
排
出
が
顕
著
に
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
再
資
源
化
の
た
め
の
用
途
と
そ
の
技
術
開
発
が
急
務
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

•
廃

石
膏
ボ
ー
ド
か
ら
資
源
回
収
さ
れ
る
再
生
石
膏
の
地
盤
改
良
材
と

し
て
の
用
途
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
周
辺
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
物

理
的
、
化
学
的
に
検
討
し
て
、
実
用
的
で
安
全
な
改
良
技
術
を
確
立

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

研
究

委
員

会
の

設
立

趣
旨

•
廃

石
膏

ボ
ー
ド
を
大

量
に
再
資

源
化
す
る
道

が
開
か

れ
れ
ば

、
循

環
型
社
会
構
築
の
一
助
と
な
り
、
環
境
面

と
産
業
面

に
お
い
て
大
き
な

社
会

的
貢

献
が

期
待

さ
れ

ま
す
。

•
本
研
究
委
員
会
で
は
、
再
生
石
膏
の
地
盤
改
良
材
と
し
て
の
安
全
性

と
用
途
開
拓
を
中
心
に
調
査
・
研
究
を
行
い
ま
す
。
加
え
て
、
他
の
実

用
的
で
経
済
的
な
再
利
用
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
い
ま
す
。

研
究

委
員

会
の

目
的

と
意

義

•
【
目

的
】

再
生
半
水
石
膏
の
地
盤
改
良
材
と
し
て
の
安
全
性
と
用
途
開
拓
を
中

心
に
調
査
・
研
究
を
行
い
、
加
え
て
他
の
実
用
的
で
経
済
的
な
再
利

用
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
い
ま
す
。

•
【
意

義
】

大
半
が
埋
立
て
処
分
さ
れ
て
い
る
大
量
の
廃
石
膏
ボ
ー
ド
を
再
資
源

化
す
る
こ
と
で
、
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
化
と
社
会
的
コ
ス
ト
の
大
幅

な
削

減
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
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2

研
究
委
員
会
の
活

動
内
容

①
実

状
の

把
握

：

廃
石
膏
ボ
ー
ド
の
排
出
と
処
理
の
現
状
を
把
握
し
、
ま
た
再
生
石
膏

（
半
水
石
膏
、
無
水
石
膏
を
含
む
）
の
地
盤
改
良
へ
の
適
用
に
関
す
る

研
究
の
現
状
と
地
盤
改
良
工
事
で
の
使
用
事
例
に
つ
い
て
、
力
学
的

お
よ
び
環
境
的
安
全
性
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
、
実
情
を
把
握
し

ま
す
。

②
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

整
備

：
新
た
な
研
究
結
果
や
工
事
事
例
を
収
集
し
て
検
討
を
行
い
、
再
生
石

膏
を
地

盤
改

良
材

と
し
て
使

用
す
る
場

合
に
、
工

事
の

設
計
、
施

工
、

維
持
管
理
段
階
で
必
要
と
な
る
留
意
事
項
を
整
理
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

案
を
検
討
し
ま
す
。

③
他

の
再

利
用

法
の

検
討

：
地
盤
改
良
工
事
以
外
へ
の
適
用
法
を
検
討
し
ま
す
。

研
究

委
員

会
活

動
報

告

•
第
１
回
委
員
会
（
20

10
年

12
月

7日
開
催
） 参
加

16
名

①
委
員
長
よ
り
挨
拶
と
本
委
員
会
の
設
立
趣
意
説
明

②
委

員
に
よ
る
情

報
話

題
提

供

5社
5名

に
よ
る
現

状
紹

介
、
技
術

概
要
報

告
、
研
究

報
告
、
現

場
施

工
事

例
報
告
等

•
第
２
回
委
員
会
（
20

11
年

7月
15

日
開
催
） 参
加

17
名

①
ゲ
ス
ト
と
委
員
に
よ
る
事
例
報
告

5社
5名

に
よ
る
現

場
施

工
事
例

報
告

委
員

会
構

成
メ
ン
バ

ー
委
員
長

鵜
飼

恵
三

国
立
大
学
法
人

群
馬
大
学

幹
事
長

上
平

謙
二

株
式
会
社

デ
イ
・
シ
イ

幹
事

小
林

正
樹

株
式
会
社

デ
イ
・
シ
イ

委
員

A
ly

 A
hm

ed
ベ
ニ
ス
エ
フ
大

学
（エ

ジ
プ
ト
）
JS

P
S
外
国

人
特
別

研
究

員
（
群

馬
大
学

）
委

員
稲
垣

孝
国
土
交
通
省

関
東
地
方
整
備
局

委
員

遠
藤

和
人

独
立
行
政
法
人

国
立
環
境
研
究

所
委

員
桑
野

二
郎

国
立
大
学
法
人

埼
玉
大
学

委
員

古
関

潤
一

国
立
大
学
法
人

東
京
大
学

委
員

小
峯

秀
雄

国
立
大
学
法
人

茨
城
大
学

委
員

肴
倉

宏
史

独
立
行
政
法
人

国
立
環
境
研
究

所
委

員
樋
口

邦
弘

株
式
会
社

黒
岩
測
量
設
計
事
務

所
委

員
蓬
莱

秀
人

日
工

株
式
会
社

委
員

松
田

哲
夫

西
日
本
高
速
道
路
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
九
州

株
式
会
社

委
員

横
田

聖
哉

株
式
会
社

高
速
道
路
総
合

技
術

研
究

所
委

員
若
井

明
彦

国
立
大
学
法
人

群
馬
大
学
大
学

院
委

員
山
路

徹
独
立
行
政
法
人
港
湾
空
港
技
術
研

究
所

委
員

山
本

浩
也

株
式
会
社

グ
リ
ー
ン
ア
ロ
ー
ズ
中
部

委
員

森
澤

友
博

東
亜
建
設
工
業

株
式
会
社

委
員

松
山

祐
介

太
平

洋
セ
メ
ン
ト
株

式
会

社
委

員
佐
伯

博
之

株
式
会
社
ピ
ー
エ
ス
三
菱

委
員

佐
野

大
作

戸
田
建
設
株
式
会
社

委
員

亀
井

健
史

国
立
大
学
法
人

宮
崎
大
学

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

林
宏
治

社
団
法
人
石
膏
ボ
ー
ド
工
業
会
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1

造
成

宅
地

の
耐

震
対

策
に

関
す

る
研

究
委

員
会

活
動

報
告

造
成

宅
地

の
耐

震
対

策
に

関
す

る
研

究
委

員
会

幹
事

大
林

淳
（

(株
)不

動
テ

ト
ラ

）

研
究

委
員

会
の

活
動

方
針

・
「

宅
地

造
成

等
規

制
法

」
の

一
部

改
正

（
平

成
１

８
年

９
月

）
・

「
大

規
模

造
成

地
の

変
動

予
測

調
査

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
解

説
（

案
）

」
の

改
訂

（
平

成
１

８
年

９
月

、
平

成
１

９
年

４
月

、
平

成
２

０
年

２
月

）
・

「
宅

地
防

災
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
の

改
訂

（
平

成
１

９
年

１
２

月
）

「
造

成
宅

地
の

耐
震

調
査

・
検

討
・
対

策
の

手
引

き
－
地

震
か

ら
既

存
の

住
宅

を
守

る
た
め
に
－

」
（
20

07
年

）

「
造

成
宅

地
の

耐
震

調
査

・
検

討
・
対

策
の
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
ー
－

宅
地

造
成

等
規

制
法

改
正

に
伴

う
わ

か
り
や

す
い
実

務
例

－
」
（
20

09
年

）

本
年

3月
11

日
発

生
の

東
北

太
平

洋
沖
地

震
に
お
け
る
宅

地
被

害

被
害

の
定

量
的

デ
ー
タ
収

集
、
分

析
、
考

察

メ
ン
バ

ー
構

成

委
員

長
：
安

田
進

（
東

京
電

機
大

学
教

授
）

オ
ブ
ザ

ー
バ

：
太

田
秀

樹
（
中

央
大

学
教

授
）

公
募

の
方

を
含

め
た

25
名

の
委
員

幹
事

：
大

林
淳

（
株

式
会

社
不

動
テ
ト
ラ
）

活
動

期
間

平
成

2
3
年

4
月

～
平

成
2

5
年

3
月

委
員

会
活

動
状

況

１
．

一
般

向
け

の
復

旧
例

の
作

成

・
一

般
的

な
液

状
化

対
策

工
法

の
種

類

・
地

盤
改

良
の

必
要

な
範

囲
に

つ
い

て

・
新

設
戸

建
て

住
宅

に
対

す
る

液
状

化
対

策

・
既

設
戸

建
て

住
宅

に
対

す
る

液
状

化
対

策

・
液

状
化

に
よ

り
被

災
し

た
戸

建
て

住
宅

の
復

旧
工

法

・
液

状
化

の
判

定
を

行
う

た
め

の
地

盤
調

査
・

土
質

試
験

方
法

２
．

住
民

の
相

談
窓

口
の

開
設

準
備

一
般

の
市

民
向

け
に
提
示

で
き
る
形

で
成

果
を
示
す
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1

関
東

地
域

に
お
け
る
地

盤
情

報
の

社
会

的
・

工
学

的
活

用
法

の
検

討
委
員
会

清
木

隆
文

（
宇

都
宮

大
学

）

1


「
関

東
地

域
に
お

け
る
地
盤

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス
の
構
築

と
公

開
検

討
委
員
会
」
(2
00
6年

5月
～
20
08

年
3月

)

「
関

東
地

域
に
お

け
る
地
盤

情
報

デ
ー

タ
ベ

ー
ス
の
運
用

と
活

用
検

討
委
員
会
」
(2
00
8年

6月
～
20
11

年
5月

)

書
籍

「
関

東
の
地

盤
」
20
10

年
度
版
の
発
刊
(2
01
0年

11
月
)


関
東

地
域
に
お
け
る
地
盤
情
報
の
社
会
的
・
工
学
的
活
用
法

の
検

討
委

員
会

の
活

動
(2
01
1年

5月
～
20
14

年
6月

) 2


地
盤
情
報
デ
ー
タ
の
更
新
や
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
更
新


地
盤
モ
デ
ル
構
築
に
関
す
る
実
務
作
業


新

し
い
研

究
の
知

見
を
反

映
し
た
書

籍
の
増

版


地

盤
情

報
の
社

会
へ

の
便

益

地
域

社
会

へ
の
還

元
と
同

時
に
，
市

民
の
安

全
・
安

心
な

暮
ら
し
へ

の
貢

献

例
え
ば

・
・
・
建
設

時
の

精
度

向
上

や
コ
ス
ト
の
低

減
，
地

盤
工
学

分
野

の
技

術
開

発
の

発
展
へ
の
貢
献
，
防
災
力
の
向
上
や
国
土
管
理
の
高
度
化
，
産
業
の
発
達
へ
の
寄
与
，

地
盤
中
の
構
造
，
物
性
分
布
を
可
視
化

3

K
Y
1

4
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2

①
公

平
性

・
学

際
性

が
担

保
さ
れ
る

②
地
盤
工
学
の
学
術
的
発
展
に
貢
献
で
き
る

③
情
報
の
公
開
性
が
促
進
さ
れ
る

④
情
報
の
信
頼
性
と
シ
ス
テ
ム
の
利
便
性
の
向
上
に

貢
献

で
き
る

⑤
調
査
・
試
験
方
法
と
の
整
合
性
が
考
慮
さ
れ
る

⑥
国
際
的
な
発
展
性
へ
の
シ
ン
グ
ル
・
ボ
イ
ス
が
確
立

す
る

5


関

東
地

域
（
関

東
8都

県
）
の
地
質
/


地

形
，
各

地
域

の
地

盤
の
解

説


地
盤
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
D
V
D
と
し
て
付
録

（
39
,4
17

本
の
ボ
ー
リ
ン
グ
，
42
,5
75

件
の
地
質

情
報

）


地
盤
工
学
会
出
版
、
関
東
支
部
作
製
（
IS
B
N
，
JA
N
の
付
与
）


地

盤
工

学
会

＆
丸

善
か
ら
販

売


平
成
20

年
11

月
19

日
第
1版

を
販

売
～

年
度

末
完

売


平
成
23

年
6月

21
日

第
2版

の
販

売
6


関
東
地
域
40

万
本
の
ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
の
一
部
収
集


収

録
地

域
の
偏

り
を
修

正


地
盤
モ
デ
ル
の
構
築


31
1以

降
の
震
災
に
よ
る
地
盤
災
害
と
そ
の
対
策


地

盤
モ
デ

ル
の
表

示
ソ
フ
ト
の
紹

介


地
盤
モ
デ
ル
の
地
震
応
答
解
析
・
液
状
化
判
定
へ
の

活
用

方
法

の
紹

介


関

東
の
地

盤
D
B
表

示
ソ
フ
ト
の
更

新

7

委
員

長
：
龍

岡
文

夫
先

生
(東

京
理
科
大
学

)，
副

委
員

長
：
安

田
進

先
生

(東
京
電
気
大
学

)
産
官
学
、

委
員

10
名
，

幹
事

10
名
，

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

2名
か

ら
構

成

8
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3


準

備
会

開
催

[平
成
23

年
7月

30
日
(土
)1
0:
00

～
12
:0
0]

こ
れ
ま
で
の
委
員
会
活
動
の
反
省
、
会
務
お
よ
び
活
動
方
針
案

の
検

討


第
1回

委
員

会
開

催 [平
成
23

年
9月

6日
(火
)1
0:
00

～
12
:0
0]

活
動

方
針

の
確

認
、
会

務
の
確

認


第
1回

幹
事

会
開

催 [平
成
23

年
9月

30
日
(金
)1
0:
00

～
12
:0
0]

W
G
構
成
の
確
認
、
活
動
予
算
の
策
定
、

活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認

9


4つ

の
Ｗ
Ｇ
で
活
動


地
盤
モ
デ
ル
W
G
：
現
在
ま
で
提
案
さ
れ
て
い
る
地
盤
モ

デ
ル
の
特
徴
を
整
理
。
モ
デ
ル
構
築

。


デ

ー
タ
収

集
・維

持
・
管
理
W
G
：
地
盤

情
報
デ

ー
タ
を
収

集
、
既
取
得
分
を
維
持
，
管
理


本
文

編
集
W
G
：
書
籍
「
関
東
の
地
盤
」増

版
に
関
わ
る
情

報
収

集
・
執

筆
，
編
集


ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
W
G
：地

盤
情
報

デ
ー
タ
ベ
ー

ス
，
地
盤

モ
デ

ル
の
表

示
，
地
震

応
答
解

析
を
実

施
す
る
た
め
に
公
開
さ

れ
て
い
る
ソ
フ
ト
ウ
フ
ェ
ア
を
整
理

書
籍
「
関
東

の
地
盤

」に
必
要
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
構
築

10


書

籍
「
関

東
の
地

盤
」
（
20
13

年
度
版
）
の
出
版
を
予
定

→
東
日
本
大
震
災
か
ら
2年

目
を
目
標
！
！


読
者
層
対
象
：
地
盤
関
連
分
野
を
専
門
と
す
る
高
専

生
・
大

学
生

～
技

術
者

を
対

象


公

益
法

人
化

の
活

動
の
視

点
：
一

般
市

民
向

け
に
解

説
を
追

加


内
容
：
各
都
県
の
地
盤
情
報
、
地
盤
モ
デ
ル
を
も
と
に
し

た
解
説
、
防
災
の
観
点
か
ら
の
解
説

11


書
籍
「
関
東
の
地
盤
」
(2
01
0年

度
版
)へ

の
感
想
。


委

員
会

活
動

方
針

へ
の
ご
要

望
な
ど

ご
意
見
を
お
願
い
致
し
ま
す
！
！

12
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1

江
戸

期
以

降
の

土
木

史
跡

の

地
盤

工
学

的
分

析
・
評

価
に
関

す
る
研

究
委

員
会

活
動

報
告

20
11

.1
1.

10
G

eo
-K

an
to

研
究

委
員

会
セ
ッ
シ
ョ
ン

１
．
設
立

の
趣

旨
と

最
終

目
標

関
東

地
域

の
江

戸
期

以
降

の
土

木
史

跡
；

・
砲

台
（

台
場

）

・
海

堡

・
特

殊
地

下
壕

(防
空

壕
,e

tc
)

・
飛

行
場

・
港

湾
施
設

（
ド

ラ
イ

ド
ッ

ク
,e

tc
）

・
地

下
道

（
鉄

）

・
上

水
（

玉
川
・

神
田

,e
tc

）

・
建

築
基

礎
,e

tc
.

⇒
地

盤
工

学
的

史
跡

が
数

多
く

残
さ

れ
，

そ
の

多
く

は
形

を
変

え
，

あ

る
は

そ
の

ま
ま

の
状

態
で

，
今

日
で

も
有

効
活

用
さ

れ
て

い
る

。

ま
た

，

江
戸

期
か

ら
昭

和
20

年
ま

で
に

発
行

さ
れ

た
軍

学
書

や
野

戦
・

永
久

築

城
教

範
，

坑
道

教
範

，
工

兵
教

範
や

留
学

生
が

翻
訳

し
た

仏
・

独
国

の
築

城
に

関
す

る
翻
訳

書
等
を

初
め
と

す
る
書

籍
;

⇒
現

在
の

基
準

書
あ

る
い

は
指

針
類

に
対

応
し

て
い

る
が

，
一

部
を

除

き
地

盤
工

学
的

な
観

点
か

ら
整

理
体

系
化

が
な

さ
れ

ぬ
ま

ま
現

在
に

至
っ

て
い
る

。

２
．

委
員

会
の

目
的

江
戸

か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
土
木
構
造
物
や
建
築
基
礎
等

地

盤
工

学
的

史
跡

に
関

す
る

資
料

を
調

査
・

整
理

し
，

技
術

が
生

ま
れ

た

背
景

や
歴

史
，

思
想

を
分

析
・

評
価

し
体

系
化

す
る

。

⇒
こ

の
過

程
で

土
木

・
建

築
史

と
地

盤
工

学
の

視
点

で
，

後
世

に
伝

え

る
べ

き
当
時
の
地

盤
工

学
の

技
術

等
を

評
価
す
る
。

⇒
更

に
，

残
さ

れ
て

い
る

施
設

の
保

存
方

法
の

構
築

や
課

題
の

整
理

，

保
存

す
べ

き
施

設
の

選
定

，
基
準
書
に
相
当
す
る
書

籍
等

の
収

集
・

所
在

の
確

認
・

整
理

を
行
う
。

⇒
保

存
方

法
の

構
築

に
際

し
て

は
，

都
市

開
発

上
の

支
障

と
な

っ
て

い

る
特

殊
地

下
壕

を
含

む
地

下
空

間
に

関
す

る
調

査
法

や
陥

没
防

止
に

関
す

る
設

計
・

施
工

方
法

の
構

築
を
含
め
，
地

盤
工

学
上

の
課

題
を

抽
出

す
る
。
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2

３
．

委
員

会
の

具
体

的
な

研
究

対
象

と
方

向
性

1)
日

本
の

オ
リ

ジ
ナ

ル
技

術
の

体
系

化
（

技
術

史
）

と
記

録
・

史
跡

の
保

存
。

●
現

状
の

把
握
，

記
録
，

整
理
，

伝
承
，

こ
れ
に

伴
う
ヒ

ヤ
リ
ン

グ

⇒
土
木

技
術
の

中
に

は
書

籍
だ

け
で

は
判

ら
な

い
微

妙
な

ニ
ュ

ア
ン

ス

を
含

む
も

の
が

あ
り

，
当

時
を

知
る

人
の

年
齢

を
考

え
る

と
ヒ

ヤ
リ

ン
グ

を
急
ぐ

必
要

が
あ

る
。

●
地

盤
工

学
的

史
跡
の

保
存

⇒
東

京
湾

要
塞

に
係

る
施

設
群

（
貝

山
地

下
壕

，
et

c）
は

技
術

史
と

し

て
も

貴
重

な
地

盤
工

学
的

史
跡

で
あ

る
。

こ
れ

ら
の

保
存

に
向

け
た

施
策

を
検
討

す
る

。

2)
思

想
（

考
え

方
）

を
技

術
と

し
て

残
す

。

●
記

録
保

存
は

博
物

館
（

Sm
ith

so
ni

an
M

.）
の

存
在

と
同

じ
で

，

生
き

て
い

た
こ

と
に

対
す

る
証

で
あ

る
。

当
時

の
考

え
方

，
思

想
，

ア
プ

ロ
ー

チ
や

対
処

の
方

法
等

，
一

連
の

概
念

と
流

れ
が

残
っ

て
い

れ
ば

，
将

来
に

復
元

が
出

来
る

。
土

木
史

，
技

術
史

は
，

今
残

さ
な

い
と

将
来
し
っ
か
り
と
し
た
評
価
が
出
来
な
く
な
る
。

⇒
地

盤
工

学
会
の

責
務

で
あ
る
。

3)
当

時
の

設
計

・
施

工
技

術
を

今
の

地
盤

工
学

技
術

で
分

析
・

評
価

す

る
。

●
当

時
の
技
術
レ
ベ
ル
と
そ
の
後
の
進
展

●
地

盤
工
学
の
現
状
と
今
後
へ
の
課
題

4)
特

殊
地

下
壕

（
地

下
空

間
）

対
策

の
調

査
・

設
計

・
施

工
方

法
等

の

開
発

⇒
陥

没
事

故
や
土

地
開
発

の
喫
緊

の
課
題

で
あ
る

。

多
摩
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
（

落
合

地
区

）
，

大
谷

石
採

石
場

，
足

尾
銅

山
,・

・
・

。

5)
そ

の
他

⇒
成

果
と

し
て

書
籍
の

出
版
，

講
演
会

・
広
報

等
の
開

催
。

●
委

員
と

し
て

の
参

加
は

な
い

が
，

第
三

海
堡

に
関

す
る

資
料

等
の

提
供

に
関

し
て

は
，

国
土

交
通

省
東

京
湾

口
航

路
事

務
所

の
全

面
的

な
協

力
が
頂

け
る

こ
と

に
な

っ
て

い
る

。

●
防

衛
省

関
連

の
資

料
の

開
示

努
力

（
正
垣
）

氏
名

（
敬

称
略

）
専

門
分

野
案

Ｗ
Ｇ

正
垣

孝
晴

全
体
統
括
、
港
湾
・
軍
事
施
設
，
基
準
類

Ａ
,B

,C
,D

大
里

重
人

全
体
統
括
、
掩
体
壕
・
野
戦
築
城
・
特
殊
地
下
壕
・
港
湾
飛
行
場
施
設

A,
B,

C
,D

金
田

一
広

文
献
調
査
・
建
築
基
礎
・
現
代
計
算
地
盤
力
学
に
よ
る
解
釈
、
ド
ラ
イ
ド
ッ
グ

A,
B,

C
,D

太
田

秀
樹

港
湾
・
軍
事
施
設
，
基
準
類

A,
B,

C
,D

末
岡

徹
横
浜
周
辺
施
設
（
ド
ッ
ク
等
港
湾
施
設
・水

道
施
設
等
）

B

菊
地

勝
広

近
代
建
築
史
・
建
築
技
術
史
・
固
練
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
横
須
賀
周
辺
施
設
等
、
ド
ラ
イ
ド
ッ
グ

B

内
藤

好
裕

空
洞

・
特

殊
地

下
壕

探
査

技
術

C

中
山

健
二

空
洞

・
特

殊
地

下
壕

探
査

技
術

C

坂
梨

利
男

設
計

・
施

工
技

術
の

分
析

評
価

(空
洞

・
特

殊
地

下
壕
）

B

菅
野

高
弘

港
湾

・
空

港
地

盤
の

調
査

B

倉
岡

健
一

地
盤

調
査

法
C

小
野

諭
地

盤
調

査
法

B

西
岡

壮
志

空
洞

・
特

殊
地

下
壕

探
査

技
術

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
調

査
D

昌
子
住
江

地
下
壕
、
第

3海
堡

C

小
野

日
出
男

杭
基
礎
、
ダ
ム

D

田
中

邦
熙

近
世

城
郭

石
垣

D

渡
邉

邦
夫

土
木

一
般

B

内
田

篤
貴

防
空

壕
C

土
門

剛
ト
ン
ネ
ル

、
地

下
壕

C

川
邊

一
洋

建
築
基
礎
、
沈
下

D

笠
博
義

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
や

地
盤

探
査

、
城
郭

石
垣

B

土
倉

泰
石
積
み
構
造
物
の
安
定
性
、
数
値
解
析

B

原
剛

軍
事

施
設

A,
B,

C

田
頭
秀
和

ダ
ム

Ｄ

４
.委

員
会

名
簿

（
２
４
名

）

グ
ル

ー
プ
分

け

Ａ
：
全

体
総

括
Ｇ

Ｂ
：
港

湾
Ｇ

Ｃ
：
地

下
空

間
Ｇ

Ｄ
：
地

上
構

造
物

Ｇ
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3

５
．

現
在

ま
で

の
活

動

6/
2 
貝

山
地

下
壕

と
第

３
海

堡
遺

構
視

察

6/
22

 第
１

回
委

員
会

開
催

7/
27

 小
原

台
堡

類
跡

発
掘

現
場

視
察

、
横

須
賀

米
海

軍
基

地
の

ド
ラ

イ
ド

ッ
グ

群
の

視
察

と
米

海
軍

の
担

当
部

署
と

の
意

見
交

換

7/
29

 外
部

資
金

「
公

益
信

託
大

成
建

設
自

然
・

歴
史

環
境

基
金

」
応

募

8/
30

 小
原

第
三

遺
跡

・
小

原
第

堡
類

跡
の

視
察

（
横

須
賀

）

10
/1

9 
港

湾
Ｇ

委
員

会
（

横
須

賀
）

東
京

湾
要

塞
小

原
台

堡
塁

横
須

賀
米

軍
基

地

ド
ラ

イ
ド

ッ
グ

視
察

６
．

今
後

活
動

23
年

～
24

年

各
Ｇ

ご
と

に
歴

史
構

造
物

の
現

場
調

査
、

文
献

調
査

を
行

い
調

査
結

果
を

ま
と

め
る

。

24
年

～

地
盤

工
学

か
ら

見
た

歴
史

構
造

物
の

現
状

・
保

存
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

25
年

～

地
盤

工
学

会
全

国
大

会
、

関
東

支
部

発
表

会
等

で
論

文
を

発
表

す
る

。

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
を

行
い

広
報

活
動

を
行

う
。
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